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日
本
で
共
同
募
金
運
動
が
始

ま
り
、
今
年
で
77
年
目
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
社
会
経
済
状

況
も
急
激
な
変
化
を
み
せ
、
新

令和４年度
共同募金実績内訳表
（表２）

各世帯からの募金

9,301,620円

バッジなど購入による募金　616,467円
自動販売機を活用した募金など　232,826円

募金箱（学校除く）　79,069円
募金箱（学校）　94,235円

個人募金など　38,067円

街頭募金　135,755円

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
様
々
な
影
響
も
あ
り
、

人
々
の
生
活
や
意
識
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時

で
も
人
々
が
と
も
に
生
き
て
い

こ
う
と
い
う
「
た
す
け
あ
い
」

の
心
は
変
わ
ら
ず
に
、
人
々
の

幸
せ
を
願
っ
て
、
今
年
も
共
同

募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
地
域

住
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得

て
各
世
帯
に
お
願
い
す
る
「
戸

別
募
金
」
を
は
じ
め
、市
役
所
、

学
校
、
福
祉
団
体
を
対
象
に
ク

オ
カ
ー
ド
な
ど
の
資
材
を
活
用

す
る
職
域
募
金
、学
校
や
病
院
、

公
共
施
設
、
事
業
所
な
ど
で
の

募
金
箱
に
よ
る
募
金
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
４
年
度
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
で
１
０
４
９
万
８
０ 

３
９
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
昨
年
度
に
市
内
で
集
ま
っ
た

募
金
は
、
全
て
福
岡
県
共
同
募

金
会
へ
送
金
し
、
配
分
委
員
会

な
ど
の
審
査
の
後
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
含
む
各
申
請
団
体

な
ど
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
に
集
ま
っ
た
募
金
は
「
令

和
４
年
度
共
同
募
金
の
使
い
み

ち
（
表
１
）」
の
よ
う
に
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
同

募
金
は
、
募
金
を
し
た
地
域
で

生
き
る
寄
付
金
で
す
。

　
共
同
募
金
は
、
募
金
が
集

ま
っ
て
か
ら
使
い
み
ち
を
決
め

る
募
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

　
事
前
に
地
域
福
祉
の
た
め
の

使
い
み
ち
の
計
画
を
立
て
ま

す
。
こ
の
使
い
み
ち
の
計
画
に

必
要
な
額
が
「
目
標
額
」
に
な

り
ま
す
。

　
今
年
度
の
目
標
額
は
、
昨
年

度
実
績
と
同
額
の
１
0
４
９
万

８
０
３
９
円
で
す
。
今
後
も
安

定
、
継
続
し
て
地
域
福
祉
事
業

を
行
う
た
め
の
「
目
標
額
」
で

す
。

　
市
全
体
の
目
標
額
を
達
成
す

る
た
め
に
、「
一
世
帯
で
は
ど

れ
だ
け
の
金
額
を
協
力
し
た
ら

い
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
に
く
い
た
め
、「
一
世
帯

７
０
０
円
を
目
安
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
と
、
計
画
さ
れ
て
い

る
事
業
が
実
施
で
き
ま
す
」
と

目
安
額
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
募
金
目
標
額
を
達

成
す
る
た
め
に
お
願
い
す
る

「
目
安
」
で
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
で
き
る
範
囲
内
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
共
同
募
金
実
績
額
内
訳（
表

２
）」を
み
る
と
、戸
別
募
金（
各

世
帯
か
ら
の
募
金
）
が
共
同
募

金
全
体
の
約
９
割
を
占
め
、
市

内
の
多
く
の
世
帯
か
ら
の
募
金

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
、自
治
会
長
や
隣
組
長
、

事
業
所
や
公
共
施
設
、
福
祉
団

体
、
学
校
の
先
生
や
児
童
、
生

徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
多
く
の

支
え
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
た
す
け

あ
い
の
心
が
、
地
域
福
祉
活
動

に
活
用
さ
れ
、
よ
り
住
み
よ

い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
原
動

10月1日～12月31日

　赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉事業を支援するため「社会福祉法」に
位置づけられ、毎年 10月１日から 12月 31 日までの間、全国一斉に展開さ
れています。
　この募金は、市内の全小・中学校での児童・生徒への福祉教育などの取り組
みや各地域の福祉会、障がい児・者への福祉事業に使われています。今年もみ
なさんのご理解とご協力をお願いします。

（表２）

項　　目 金　　額

高齢者の福祉に
●在宅介護者家族の会の支援　　　　●シニアクラブ連合会への助成金
●配食サービスボランティアの支援

840,000円

障がい児・者の福祉に
●身体障害者福祉協会の支援　　　　●あじさいの会への助成金
●手話講習会への助成金　　　　　　●あゆみの会への助成金
●声の広報配布事業の支援　　　　　●要約筆記ボランティアの支援
●おもちゃ図書館運営の支援　　　　●宗像コスモス会への助成金

１,557,000円

ボランティア活動に
●福祉ボランティア活動連絡協議会活動の支援
●大島地区ボランティア団体への助成金

534,000円

福祉会活動の支援に
●地域住民の自主的な地域福祉活動
●民生委員児童委員協議会への助成金

2,732,000円

児童・青少年の福祉に
●市内幼稚園、保育園、小中学校、高校への福祉教育推進事業
●小学校での車いす体験や手話体験などの福祉教育事業

538,300円

子育て支援活動に
●地域福祉文庫連絡協議会の支援
●NPO法人むなかた子育てネットワークこねっとへの助成金
●母子寡婦福祉会の支援

45,000円

　昨年度集まった、みなさんからの募金は
下記のような活動に活用されています。赤
い羽根共同募金は、みなさまのあたたかな
気持ちを、具体的な活動につなげていく、「じ
ぶんの町を良くするしくみ」です。これか
らもご理解とご協力をお願いいたします。

　その他、県内の福祉施設への支援、災害ボランティア活動、福祉に関する情報
提供や啓発活動などに活用されています。

　　　令和４年度
共同募金の主な使いみち

（表１）

赤い羽根     心がつながる  支えあい赤い羽根     心がつながる  支えあい

赤い羽根共同募金運動はじまる赤い羽根共同募金運動はじまる

力
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
県
共
同
募
金
会
で
は
毎
年
、

県
内
の
た
め
の
災
害
等
準
備
金

を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
災
害
も
多
く
発
生

し
、
今
年
は
久
留
米
市
や
那
珂

川
市
、
う
き
は
市
、
広
川
町
、

東
峰
村
、
朝
倉
市
で
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
赤
い

羽
根
共
同
募
金
の
災
害
等
準
備

金
が
、
こ
れ
か
ら
活
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
の
募
金

が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

支
え
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の

募
金
実
績
額
は
、

１
０
４
９
万
８
０
３
９
円

た
す
け
あ
い
の
心

令
和
４
年
度

募
金
の
使
い
み
ち

令
和
５
年
度

の
募
金
目
標
額

一
世
帯
７
０
０
円
の

目
安
額

多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
て
い
る
共
同
募
金

災
害
等
準
備
金
の

積
み
立
て

ありがとう

ございます
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【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）古
江
ミ
チ
子（
三
郎
丸
）

・（
故
）安
永
英
之（
神
湊
）

・（
故
）佃
ナ
ヲ（
田
熊
）

・（
故
）牧
タ
キ（
光
岡
）

・（
故
）広
橋
久
生（
鐘
崎
）

・（
故
）廣
田
孝
夫（
上
八
）

・（
故
）大
和
邦
夫（
村
山
田
）

・
原
田
義
久（
武
丸
）

・（
故
）野
口
準
二（
吉
留
）

・（
故
）伊
豆
善
之（
自
由
ヶ
丘
）

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

・
宗
像
に
ぎ
わ
い
協
議
会

（
令
和
５
年
８
月
31
日
受
付
分
ま
で
）

　市社会福祉協議会では、随時寄付を受け付
けています。振込や現金書留等でも受け付け
が出来ますので、お問い合わせください。地
域福祉の推進のために、ご協力をよろしくお
願いします。

子どもたちの心が豊かになるように子どもたちの心が豊かになるように
宗像市立日の里東小学校　校長　大淵　裕三子さん

　日の里東小学校では毎年、学年に応じた福祉教育に取り組んで
います。今回は５年生の取り組みを紹介します。テーマは「考えよう！
年を重ねるって？」です。
　学習の取り組みでは、「日の里地区の高齢化の現状」や「認知症」に
ついて学ぶとともに高齢者疑似体験も行いました。その中で子どもたちは
高齢化率の高さに驚いたり、実際に経験し知識を深めることで具体的な支援や
接し方について学んだりしました。そして、学習の最後にシニアクラブのみなさん
との交流会を実施しました。同じ地域に住む方々との交流を通じて「私たちと違う
ところはあるが、夢を持つことは同じだ」「今後もあいさつや声掛けをしていきたい」
と地域の方々とつながることへの意欲を高めることができました。
　福祉教育が赤い羽根共同募金の配分金のおかげで取り組めていることに感謝して、
今後も子どもたちの心が豊かに育つよう努めて参ります。

　　　　　　　　　　 宗 像 市 母 子 
　　　　　　寡婦福祉会が、市内 
　　　　　　在住のひとり親家庭 
　　　　　　の親子を対象に、日
帰り旅行を開催します。今年の行
先は「大島」です。
　あなたも、ひとり親家庭の仲間
と親子で楽しいひと時を一緒に過
ごしませんか？
●日時　10月29日(日)
●対象　市内在住の
　　　　ひとり親家庭の親子
●行き先　大島
●参加費　▶会員＝１人500円　
　　　　　▶非会員＝１人800円
●定員　30人
　　　　(応募多数の場合は抽選)
●申込方法
　10月19日(木)までに
　市社会福祉協議会
　☎(37)1300へ
　電話で申し込む

●主催　市、
　　　　市社会福祉協議会
●日程　11月16日(木)～
　　　　17日(金)
●対象　市内在住で、在宅で
　　　　介護している人
●行先　熊本県玉名市(予定)
●参加費　7,000円
●募集人員　25人(応募多数 
　　　　　　の場合は抽選)
■申し込み方法　10月31日 
　(火)ま で に 市 社 会 福 祉 協 議 会 あ て に 氏 名・ 住 所・ 
　連絡先・介護をしている人の氏名を電話またはFAXで 
　申し込む

　市内在住で、在宅で介護をしている方を対象に「在宅介
護者一泊リフレッシュセミナー」を開催します。このセミ
ナーは、在宅で介護している人の「心」と「からだ」のリフレッ
シュを目的に実施しています。
　今回の行先は、熊本を予定しています。ちょっと介護の
手を休めて、介護者同士で楽しいひと時を過ごしませんか？

高齢者交流高齢者交流

高齢者疑似体験

ピアサポーターによる手話教室の様子

倒れそうで倒れない！
ハラハラ　ドキドキ

赤い羽根共同募金配分団体紹介

土･

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎（
34
）２
４
１
１
　
　（
34
）２
４
２
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　a

a
w
0
9
1
8
0
@
h
k
g
.o
d
n
.n
e
.jp

FAX

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
宗
像
市
役
所
・
北
館
１
Ｆ
）

　
７
月
２
日
（
日
）
河
東
コ

ミ
セ
ン
で
、
手
話
教
室
と
交

流
会
を
盛
り
込
ん
だ
茶
話
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
や
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
（
障
が
い
の
あ
る
当
事

者
・
家
族
の
相
談
員
）
が
一

緒
に
な
っ
て
活
動
を
す
る
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が

　
手
話
教
室
で
は
、
当
セ
ン

タ
ー
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が

講
師
と
な
り
、「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち

近
い
と
い
う
こ
と
で
み
ん
な

で
仮
装
を
し
て
茶
話
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通

じ
て
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い

人
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
参

●
持
参
品
　
仮
装
グ
ッ
ズ

●
申
込
期
間
　
10
月
20
日

（
金
）
ま
で

＊
申
込
は
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
定
員
に

達
し
次
第
受
付
を
終
了
い

た
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
セ
ン
タ
ー

▼
☎ （
34
） ２
４
１
１

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ （
34
） ２
４
２
２

加
も
大
歓
迎
で
す
！

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
29
日
（
日
）

　
午
前
10
時
受
付
～
正
午

　
解
散
予
定

●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
　

１
０
１
会
議
室

●
対
象
　
障
が
い
の
あ
る
人

●
定
員
　
10
人
程
度

●
参
加
費
　
３
０
０
円

は
」
な
ど
の
日
常
生
活
の
挨

拶
か
ら
、「
楽
し
い
」
や
「
悲

し
い
」
な
ど
の
感
情
を
表
す

手
話
を
学
び
ま
し
た
。
手
話

は
手
の
動
き
だ
け
で
は
な
く

顔
の
表
情
も
と
て
も
大
事
と

い
う
説
明
を
受
け
、「
楽
し

い
」
を
伝
え
る
と
き
は
笑
顔

で
、「
悲
し
い
」
と
き
は
し
ょ

ん
ぼ
り
と
し
た
表
情
で
、
参

加
者
み
ん
な
で
練
習
を
し
ま

し
た
。
手
話
ク
イ
ズ
で
は
シ

ン
キ
ン
グ
タ
イ
ム
中
に
、
思

わ
ず
答
え
を
口
に
出
し
て
し

ま
う
参
加
者
の
姿
も
あ
り
、

笑
い
で
包
ま
れ
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
サ
イ
コ
ロ

ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
サ

イ
コ
ロ
の
出
た
目
に
よ
っ
て

お
題
を
決
め
て
お
き
、
順

番
に
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て

ト
ー
ク
を
し
ま
す
。
今
回

は
、「
好
き
な
○
○
」「
こ
の

夏
し
た
い
こ
と
」
な
ど
の
お

題
を
準
備
。
人
前
で
う
ま
く

話
が
で
き
る
か
不
安
な
様
子

の
参
加
者
で
し
た
が
、
好
き

な
食
べ
物
の
話
題
か
ら
美
味

し
い
カ
レ
ー
パ
ン
の
お
店
の

情
報
な
ど
、
不
安
を
よ
そ
に

話
題
を
広
げ
て
話
を
し
て
い

ま
し
た
。
残
り
の
時
間
は
、

オ
セ
ロ
や
昔
懐
か
し
い
魚
釣

り
ゲ
ー
ム
、
ジ
ェ
ン
ガ
な
ど

を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
全

体
を
通
し
て
２
時
間
で
し
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
、参
加
者
か
ら
は「
楽

し
か
っ
た
！
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

＊
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
使

用
し
た
お
も
ち
ゃ
は
メ
イ

ト
ム
宗
像
に
あ
る
「
お
も

ち
ゃ
図
書
館
」
か
ら
お
借

り
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
１
回
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
参
加
者
募
集

「
ゆ
っ
た
り
茶
話
会
」

令和４年度 １泊
リフレッシュ事業の様子

参加者募集

参加者募集  在宅介護者  在宅介護者

１泊１泊 リフレッシュセミナーリフレッシュセミナー

第
２
回
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
参
加
者
募
集

「
ゆ
っ
た
り
茶
話
会
②
」

ひとり親家庭ひとり親家庭  日帰り旅行日帰り旅行

ご
寄
付

ご
寄
付

ご
寄
付

ご
寄
付
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